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LEC Graduate School of  Accounting

桜美林大学大学院国際学研究科大学アドミニスト
レーション専攻修士課程修了後、創価大学大学院
経済学研究科博士後期課程単位取得退学。創価大
学非常勤講師などを経て現職。

横井.隆志
准教授

指導の視点
●指定のフォーマットに則った各種の設定
●効率的で無駄のないWordの活用
●作成中に発生する様 な々エラーの解消

形式の整った美しい論文の作成を可能にする
Word指導
Microsoft.Wordの文章作成支援機能を高度に活用.
数十頁もの階層的・構造的な文章を効率的に作成
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第1回 ガイダンス
学術的文章とは何か、論文とはどういうものか、.
アカデミック・ライティングの位置付けを理解する

第2回 助詞、接続詞、主語の使い方
文章作成の基本である助詞、接続表現の適切な使い方、
主語と述語の関係を理解する

第3回 一文一義
学術的文章作成にあたって最も基本的かつ重要な技術.
無意味な読点、冗長な文章の回避を図る

第4回 グループワーク

第5回 語句の明確化
書き手の意図を正確に伝えるための明確な語句の使用法.
不用意な語句のぶれを回避し論理の一貫性を高める

第6回 グループワーク

第7回 パラグラフリーディング・パラグラフライティング
パラグラフ（段落）の考え方をふまえ、トピック・センテンス
を読み取る練習、パラグラフごとに説明をまとめる練習

第8回 グループワーク

第9回 序論・本論・結論の役割
論文を書くうえで、序論・本論・結論がどのような役割を
果たすのかを理解する

第10回 グループワーク

第11回 キーワード引用、出典の示し方
他者の論を引用する際の形式・ルールを学ぶ..
引用に使った文献情報の正しい記載方法を学ぶ

第12回 ブロック引用
他者の論を引用する際の形式・ルールを学ぶとともに引用
部分をふまえたうえで、自身の論を展開できるようにする

第13回 グループワーク

第14回 グループワーク

第15回 最終レポート
授業の総まとめを行う

学術的文章作成のための基礎トレーニング
アカデミック・ライティング
修了生の多くが苦労してきた文法上・文章構成上の問題点を抽出.
入学後最初の半期で執筆のための基礎スキルを身につける
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授業内容（2023年度参考）

●全体領域の選択科目として入学後最初の半期に履修を推奨
●構成・文章指導教員が授業を担当


